
企　業　局

令和７年度 令和６年度 増　減 割合

(A) (B) (A)－(B) (A)/(B)

(26発電所) (25発電所)

66億1,581万5千円 38億1,744万6千円 27億9,836万9千円 173.3%

△5億2,344万3千円
・料金収入の増（再掲） ＋27億9,836万9千円

・減価償却費の増 ＋9億2,720万9千円

46億円 137億6,800万円 △91億6,800万円 33.4%

60億4,636万2千円 169億2,194万3千円 △108億7,558万1千円 35.7%

50億6,967万3千円 50億6,803万5千円 163万8千円 100.0%

末端給水 36億2,571万9千円 36億2,408万1千円 163万8千円 100.0%

用水供給 14億4,395万4千円 14億4,395万4千円 0円 100.0%

1,739万円 2,360万6千円 △621万5千円 73.7%

（末端）・減価償却費の増 ＋1,207万8千円

△2,788万3千円

（用水）・修繕費の増 ＋2,303万7千円

△75万5千円

21億5,800万円 16億4,200万円 5億1,600万円 131.4%

末端給水 13億5,100万円 13億2,700万円 2,400万円 101.8%

用水供給 8億700万円 3億1,500万円 4億9,200万円 256.2%

37億4,662万5千円 28億9,168万3千円 8億5,494万2千円 129.6%

末端給水 25億409万3千円 23億3,588万9千円 1億6,820万4千円 107.2%

用水供給 12億4,253万2千円 5億5,579万4千円 6億8,673万8千円 223.6%
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建設
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用水供給

末端給水

・大規模改修の完了

・施設・管路の老朽化対策、耐震化に係る
　費用の増

主な増減理由等

・新規発電所の運転開始（越百のしずく）
・大規模改修の完了（美和、春近、豊丘ダム）

581万8千円 1,120万6千円 △538万7千円 51.9%

―7億8,910万5千円

1,157万2千円 1,240万円 △82万8千円 93.3%

2億6,566万2千円

令和７年度 企業局 当初予算の概要

当初予算の規模

予算編成方針

改定経営戦略に沿った施策の

重点的な展開

➢未来への投資
➢先端技術の大胆な活用
➢リスクマネジメント
➢地域への貢献、地域との連携

『しあわせ信州創造プラン3.0』

に対応した施策の展開

➢持続可能で安定した暮らしを守る
➣創造的で強靭な産業の発展を支援する
➣快適でゆとりのある社会生活を創造する

社会経済情勢の変化への迅速な対応

経営感覚とコスト意識に基づく事業展開

➢2050ゼロカーボンへの対応や持続可能
な水道事業経営への取り組み

➢経営の安定

（損失は、留保している

利益積立金で補てん

するため、繰越欠損金

は発生しない見込）

資料２



令和７年度企業局事業体系

新規電源開発（発電所建設）の推進

水道事業
（末端給水・用水供給）

未来への投資

 ・ 施設等の老朽化対策及び耐震化の推進

 ・ 施設のダウンサイジング

 ・ しごと改革・働き方改革の推進

 ・ 関係市町村との広域化の推進

 ・ 県内市町村水道事業者への支援

柔軟で俊敏な組織づくり

 ・ 持続可能な経営のための戦略的な広報の実施

地域への貢献、地域との連携

将来にわたり安全・安心な水道水
を安定して供給する持続可能な経
営体制の確立に向けた、未来への
計画的な投資、人材の確保・育成
と広域連携の強化

 ・ 豪雨・水質汚濁対策の推進

先端技術の大胆な活用

 ・ 水道施設の点検等へのドローンの活用

 ・ 応急給水拠点「安心の蛇口」の整備

 ・ 豪雨・水質汚濁対策の推進（再掲）

 ・ 水の恵みを未来へつなぐ交付金事業

 ・一般会計への繰出し

リスクマネジメント

 ・ 施設等の老朽化対策及び耐震化の推進（再掲）

電気事業
未来への投資

経
　
　
営
　
　
の
　
　
安
　
　
定

 ・ 水力発電所の建設等の推進

脱炭素社会に向け、長野県の豊か
な水資源を活かす水力発電によ
り、「再生可能エネルギーの供給
拡大」と「エネルギー自立分散型で
災害に強い地域づくり」の具現化を
図るとともに、電力の安定供給の
ため、未来に向けて積極的に投資

基幹発電所の大規模改修等の推進

先端技術の大胆な活用

 ・ AI・IoTを活用した運転管理のスマート化の推進

 ・ 水素ステーションの実証

リスクマネジメント

 ・ 地域連携水力発電マイクログリッド構築事業

地域への貢献、地域との連携

 ・ 市町村等の水力発電所開発支援

 ・ 地域連携水力発電マイクログリッド構築（再掲）

基本目標 『水の恵みを未来へつなぐ』

基本方針
主　な　取　組

「経営の安定と未来への投資」

【しあわせ信州創造プラン3.0】

持続可能で安定した暮らしを守る

創造的で強靭な産業の発展を支援する

快適でゆとりのある社会生活を創造する

【しあわせ信州創造プラン3.0】

持続可能で安定した暮らしを守る

快適でゆとりのある社会生活を創造する


